
■オレンジネットワーク構想について

開学以来126年の歴史と伝統を誇る｢法政大学｣には､約39万人の卒業生(住所判明者20万5000人) ､ 3

万人の在校生とその父母､および退職者を含めると約2200人の専任教職員がいます｡

この｢法政大学｣という大きなコミュニティに属する人々が､強固な協力関係や支援関係を形成すれば､

社会的に大きなパワーを発揮できます｡こうした｢法政^'ヮ-｣を総結集するために､ ｢オL/ンジネットワ

ーク構想｣を2006年度より始動させました｡

さらに､構想を円滑に実現するために2006年4月より｢オレンジネット校友課｣を事務局として新設し､

｢リーディング･ユニバーシティー法政｣募金を積極的に展開しています｡さらに｢法政オレンジCAMPUS

カード｣の発行､ソーシャルネットワーキングサービス(SNS) ｢法政オレンジコミュニティ｣の構築､ ｢法

政フェア｣等イベントの開催および卒業生名薄( D B )の整備に取り組んでおり､今後もその内容の充実を

図っていく予定です｡

また､ 2006年度に｢法政フェア｣を広島と札幌の2ヶ所で開催し､多くの受族生やその父母の参加および

周辺の校友をはじめとした関係者から好評をいただきました｡ 2007年度は内容をさらに充美し､東京と福岡

で開催する予定です｡

■ ｢リーディング･ユニバーシティー法政｣募金

21世紀の大学として燦然と輝き続ける未来を構築するため､本学では特色ある高度な教育や研究をはじめ､

優れた資巽を持つ学生たちの勉学やボランティア､スポーツ等の多様な活動を積極的に支援し､さらには､

これら諸活動の拠点やインフラとしての戦略的ネットワーク組織および各種施設の整備などに取り組んでま

いります｡

これら諸事業の実現のため､現在｢リーディング･ユニバーシティー法政｣募金活動を積極的に展開してお

ります｡

本募金活動は､目標を2006年1月から5年間で25億円(単年度目標5億円)とし､寄付金を原資として次の

事業を運営してまいります｡

l教育とキャリア.クリエーション

Jl　専門職大学院の拡充

=先端的研究

IVスポーツ振興

V付属中高と大学との一貢教育

Vl冠奨学金など

2006年度末現在､約5億5千万円のお申込をいただき､ 4億2千万円を超えるご寄付を頂戴いたしました｡

これを受け､奨学事業として新たな基金の設置やスポーツ振興のための事業などを展開してまいりました｡

また､ ｢法政大学第一中･高等学校創立70周年記念｣募金活動も行っております｡本活動は､ 2006年2

月から2011年3月まで､ 5億円を目標とし活動中であり､ 2006年度末では､約2千6百万円のお申込とほ

ぼ同額のご寄付もいただいております｡

両事業ともまだ速についたばかりでございますガ､卒業生､在学生およびその御父母､教職員の皆様始め

関係各位のご理解､ご支援を今後ともお願い申し上げます｡

以　上



当期の決算について､その概況をご報告いたします｡

■消費収支の推移

■円l消費収支過去5年佃の推移l 
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志願者数の増などにより

帰属収入が増加しました｡

また､中学高等学校の新

校舎建設工事相当額､奨

学基金などにより基本金

組入額が増加しました｡

志願者数の増などにより

帰属収支差額比率は
19.2%と､本学が目標と

している10%を上回りま

した｡

(注)比率は､各々の帰属収入に

対する割合を示している



財務の概要

(1)資金収支計算

資金収支計算について､予算と決算の対比による主な内容をご報告いたします｡

資金収支総括表
(収入の部)(単位:百万円) 

科目l予算】決算l差異 劔 

学生生徒等納付金収入 �3Rﾃ�#"�35,412 ��#3ヲ� 

手数料収入 �"ﾃ#c��3,153 ��#ャR�

寄付金収入 鼎�"�461 ��#C��

補助金収入 �2ﾃ#���4,228 ��#�ﾃ����

資産運用収入 鉄3r�723 ��#�ッ�

資産売却収入 �2ﾃ����3,500 ��#S���

事業収入 鼎#r�293 ��3B�

雑収入 都���970 ��##c"�

借入金等収入 湯ﾃ����4.00l 迭ﾃ����

前受金収入 途ﾃs#��12,637 ��#Bﾃ��r�

その他の収入 唐ﾃSsB�ll,564 ��#"ﾃ涛��

資金収入調整勘定 ��#づC�R�△11,406 �"ﾃ涛��

当年度資金収入合計 田"ﾃCcR�65,535 ��#2ﾃ�s�� 

前年度繰越支払資金 ���ﾃC#B�8,965 梯�

収入の部合計 都"ﾃャ��74,500 ��#�ﾃc���

科目l予算l決井l差異 劔 

人件費支出 �#2ﾃcSR�22,804 塔S�� 

教育研究経費支出 湯ﾃcs��9,261 鼎���

管理経費支出 ��ﾃCCr�1,447 ���

借入金等利息支出 �����112 田��

借入金等返済支出 釘ﾃ����5,400 ��#S���

施設関係支出 ��RﾃscB�ll,631 釘ﾃ�32�

設備関係支出 �"ﾃS釘�1,847 都Cr�

賛産運用支出- �2ﾃC澱�ll,357 ��#rﾃツ��

その他の支出 塔c2�1,592 ��#s#��

〔予備費〕 茶�cr鉄32�- 鉄32�

資金支出調整勘定 ��#����△2,221 ��ﾃC#��

当年度資金支出合計 田"ﾃ3���63,229 ��#���� 

次年度繰越支払資金 ���ﾃSs��ll,271 ��#c�"�

支出の部合計 都"ﾃャ��74,500 ��#�ﾃc���

(注1)上記の表の金額は百万円未満を四捨五入しているため.合計など数値が計算上
一致しない場合がある｡なお､以下の表についても同様である｡

(注2)予算額は､予備葉充当後の金額であるo

大学部の志顔音数が見込みを上回

りました｡

国庫および地方公共団体からの補

助金の収入が見込みを上回りまし

た｡

有価証券の売却を予定より増額し

ました｡

建設手業の一部延期などにより､

借入金を減額しました｡

大学部の入学手続者が見込みを上

回りました｡また､中学高等学校

校地売却代金の一部が入金となり

ました｡

教学改革引当特定資産の取崩し､

および退職給与引当特定資産から

の繰入収入が予算を上回りました｡

年金への繰入が当初計画を下回り

ました｡

次期情報システム開発が延期とな

ったことなどにより､見込みを下

回りました｡

建設事業の一部が延期となったた

め､見込みを下回りましたo

有価証券の耕人を行ったことに

よります｡

過年度の未払金の支払が見込みを

上回りました｡



財務の概要

資金収支計算の中の経常的収支計算
(単位:百万円)

｢て■■言｢ 俔ﾉ�ﾉzb３��｢~買■■言｢ 俔ﾉ�ﾉzb３鳴�差異 JNl 菱冷tﾈ���D･Tｦﾂ� ���Rﾄﾈ���ZDｧ�､ｦﾂ� 

(A) 経 ��ﾘｧ｢�35,022 ��35,412 ��△389 

(△)教育充実費 ��#rﾃ3C����#rﾃCc�����2�

早.生生徒等納付金収入 �#rﾃcsB�79.1% �#rﾃ鉄��74.4% ��##sr�

手数料収入 �"ﾃ#c��6.5% �2ﾃ�S2�8.4% ��#ャR�

総額 鼎�"� 鼎c�� ��#C��

常 的 収 入 宙�"�<�.磯�ｾ�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈｯ�WHｾ��△130 凵｢99 凵｢30 
寄付金収入 �#�"�0.8% �3c"�1.0% ��#���

総額 �2ﾃ#��� 釘ﾃ##�� ��#�ﾃ����

(△)研究設備補助金他 ��#��r���#������#R�

補助金収入 �2ﾃ��B�8.9% 釘ﾃ�#r�ll.0% ��#�ﾃ�#2�

資産運用収入 鉄3r�1.5% 都#2�1.9% ��#�ッ�

事業収入 鼎#r�1.2% �#�2�0.8% ��3B�

雑収入 都���2.0% 涛s��2.6% ��##c"�

計 �3Bﾃ涛��100.0% �3rﾃSsr�100.0% ��#"ﾃSs��

(B) ��ﾙ(b�23,655 ��22,804 ��851 

(△)退職金支出 ��#�ﾃ��B���#�ﾃC3��鼎#b�

退職資産への繰入支出 ��ﾃcCB���ﾃcCB����

経 鷲 ��ﾈﾈ��因��24,295 田偵BR�23,018 田��2R�1,277 

総額 湯ﾃcs�� 湯ﾃ#c�� 鼎���

(△)建設事業に係わる経費 ��#Sc����#3ビ���#����

的 支 仆8支ﾊHｸhﾆ��因��9,110 �#b��R�8,874 �#2綯R�236 
総額 ��ﾃCCr� ��ﾃCCr� ���

(△)建設事業に係わる経費 ��##b���#C���#��

出 豫yyﾘﾆ��因��1,420 釘��R�1,399 �2縒R�21 
借入金等利息支出 �����0.5% ���"�0.3% 田��

計 �3Rﾃ��b�100.0% �32ﾃC�"�88.9% ��ﾃc�B�

(C) 嫡�ﾔ"佝��ﾙ4假ｸ辷ﾛxｧ｢�△7 ����R�4,174 免ﾂ��R�△4,182 

(注1 )経常的支出の各構成率は､経常的収入合計に対する比率である｡

(注2 )予算額は予備費充当後の金額である｡

｢経常的収支計算｣は､本学が独自に資金収支計算のうちから､施設設備に係わる収支などを除き､経常

的収支に関する部分を抽出して作成したものです｡

手数料収入および補助金収入が見込みを上回ったこと､人件費および教育研究経費が見込みを下回ったこ

となどにより､経常的収支差額は予算を4,182百万円上回る収入超過となりました｡また､経常的収支差額比

率(経常的収支差額の経常的収入合計に対する比率)は11.1%と､予算を11.1ポイント上回りました｡



(2)消費収支計算

消費収支計算について､その主な内容をご報告いたします｡

消費収支総括表
(消費収入の部)　　　　　　　　　　　　　(単位:百万円)

｢科目l 緬uﾈ螢��1決算l 綿ﾛx穀�

学生生徒等納付金 �3Rﾃ�#"�35,412 ��#3ヲ�

手数料 �"ﾃ#c��3,153 ��#ャR�

寄付金 鼎�"�578 ��#�cr�

補助金 �2ﾃ#���4,228 ��#�ﾃ����

資産運用収入 鉄3r�723 ��#�ッ�

事業収入 鼎#r�293 ��3B�

雑収入 都���970 ��##c"�

帰属収入合計 鼎"ﾃSィ�45,356 ��#"ﾃss"�

基本金組入額合計 ��#�2ﾃ塔r�△14,478 鼎���

消責収入の部合計 �#づS途�30,879 ��#"ﾃ#�"�

(消費支出の部)

｢科目l 緬uﾈ螽�｢�】決井l 綿ﾛx穀�

人件鷺 �#"ﾃ�#��22,123 塔�b�

教育研究経費 ��2ﾃ�S2�12,672 �3���

(内減価価却額) 茶2ﾃ3sR��(3,409) 宙�#3B��

管理経費 ��ﾃs���1,706 ��#b�

(内減価価却額) 茶#S2��(258) 宙�#R��

借入金等利息 �����112 田��

資産処分差額 ���20 ��##��

徴収不能額 ���1 ��#��

〔予備費〕 茶�cr�#32�- �#32�

消費支出の部合計 �3づ�澱�36,633 ��ﾃCc2�

帰属収支差額 釘ﾃCモ�8,723 ��#Bﾃ#3R�

帰属収支差額比率 ���絣R�19.2% 辻�

当年度消費支出超過額 湯ﾃC湯�5,754 梯�

前年度繰越消費支出超過額 �3"ﾃC�R�27,599 梯�

翌年度繰越消費支出超過中 鼎�ﾃ��B�33,353 梯�

(注1)

帰属収支差額-帰属収入一消費支出

(注2)

帰島収支差額比率-帰島収支差額÷帰島収入× 100

(注3)

予算額は､予備費充当後の金額であるo


